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はじめに 

 

平成１７年９月４日の２３区西部を中心にした時間１００ミリを超える集中豪雨

が発生しました。世田谷区内においても、野川・仙川や下水道から水が溢れだし、床

上浸水２２１棟、床下浸水２４５棟におよぶ甚大な被害が発生しました。 

このような浸水被害に対応して、区民の生命と財産を守ることを、世田谷区では最

優先課題と考え、平成１９年８月に策定された「東京都豪雨対策基本方針」や過去に

多くの区民が被災された水害などの状況を踏まえて検討を進め、平成２１年１０月に

「世田谷区豪雨対策基本方針」を取りまとめました。 

しかしながら、近年の局所的集中豪雨に対処するためには、これまでの対策では必

ずしも十分とは言えない状況にあります。平成２５年７月には、世田谷区内でも断続

的に時間６０ミリを超える激しい雨に襲われ、特に上馬・弦巻地区、中町・上野毛地

区を中心に床上・床下浸水が数多く発生しました。 

東京都では、このような浸水被害の状況や東京都内の中小河川における今後の整備

のあり方についての提言を踏まえ、基本方針の見直しに着手し、平成２６年６月に「東

京都豪雨対策基本方針（改定）」を策定しました。 

次に、世田谷区でも、「世田谷区豪雨対策行動計画」の策定から一定期間が経過し

たことや上記の浸水被害、これまでの行動実績を踏まえて、「世田谷区豪雨対策行動

計画」を見直し、平成２６年１２月に「世田谷区豪雨対策行動計画（後期）」を策定

しました。 

このたび、東京都の改定等に伴い、これまでの「世田谷区豪雨対策基本方針」との

整合を図り、あわせて情報の更新を行い、「世田谷区豪雨対策基本方針」を修正しま

す。 

「世田谷区豪雨対策基本方針」の推進にあたっては、区や国、東京都等の公共の役

割である公助だけでなく、区民一人ひとりの自助に加え、町会、ＮＰＯ団体、事業者

等が協働する共助が連携して対策を進めていくことが重要です。 

世田谷区では、「水害に強い安全・安心のまち世田谷」の実現を目指して、豪雨対

策を一層推進してまいります。 


